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人権身の上相談
勤め先、その他で、人権を侵害
されたとか、身の上のことでお困
りのとき、どうぞご利用ください。
東京法務局職員・足立区人権擁護
委員が相談に応じます。相談の秘
密は堅く守ります。相談日は毎月
第3金曜日、午後1時～4時　区
役所( 1 階) 区民相談室。

次 代をになう 青少年
明るく の び のび 育 てよう

毎月20日は「青少年健全育成の日」

昨
年
の
非
行
少
年
補
導
数
は
、
大
幅
に
増
加

し
て
千
九
百
六
十
二
人
と
、
過
去
最
高
を
示
し
、

不
良
行
為
少
年
補
導
数
も
四
千
二
百
三
十
八
人

と
激
増
し
ま
し
た
。
足
立
区
で
は
、
昨
年
七
月

か
ら
毎
月
二
十
日
を
「
青
少
年
健
全
育
成
の
日
」

と
決
定
し
、
区
は
も
と
よ
り
家
庭
・
学
校
・
地

域
社
会
が
協
力
し
て
活
発
な
運
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
夏
休
み
も
も
う
す
ぐ
で
す
。
青
少
年

を
あ
た
た
か
く
、
ま
た
き
び
し
く
見
守
る
目
が

今
い
ち
ば
ん
必
要
な
の
で
す
。

非
行
の
実
態

昭
和
五
十
二
年
版
の
『
足
立
区
少

年
補
導
白
!

に
よ
る
と
ヽ
昨
年
の

非
行
の
特
徴
と
し
て
次
の
よ
う
な
点

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

▽
補
導
さ
れ
た
非
行
少
年
は
急
増
し

過
去
最
高
を
示
し
た
。

▽
年
齢
的
に
は
、
特
に
十
三
歳
・
十

五
蔵
・
十
七
歳
が
増
加
し
、
罪
穂
別

で
は
、
刑
法
犯
が
増
加
し
た
。

▽
刑
法
犯
の
中
で
も
、
粗
暴
犯
・
窃

盗
犯
が
増
加
し
た
。

▽
暴
走
族
な
ど
、
非
行
の
集
団
化
か

目
立
っ
た
。

▽
女
子
非
行
・
万
引
は
や
っ
と
餓
静

化
の
傾
向
と
な
っ
た
が
、
そ
の
中
で

女
子
非
行
の
粗
暴
化
が
目
立
っ
た
。

▽
非
行
少
年
の
急
務
と
と
も
に
。
不

良
行
為
少
年
の
激
増
が
注
意
を
要
す

る
。こ

れ
ら
の
特
徴
は
、
峨
後
第
三
の

ピ
ー
ク
と
い
わ
れ
る
現
在
の
非
行
に

共
通
な
傾
向
と
い
え
ま
す
。

非
行
の
背
景

青
少
年
を
非
行
に
は
し
ら
せ
る
最

大
の
原
因
は
、
家
庭
に
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
社
会

の
環
境
悪
化
は
、
こ
れ
を
助
長
す
る

役
割
を
果
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し

ょ
う

。

実
際
に
東
東
都
に
お
け
る
調
査
で

も
、
家
庭
に
原
因
す
る
非
行
が
半
数

以
上
を
占
め
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
放

任
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

学
校
に
原
因
す
る
非
行
が
三
〇
%
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。

青
少
年
が
成
畏
し
て
い
く
上
で
、

青
少
年
の
生
活
の
場
で
あ
る
家
庭
・

学
校
・
地
域
が
、
青
少
年
に
与
え
る

影
岬
の
大
き
さ
に
は
、
計
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
る
わ
け
で
す

。

明
日
へ
む
か
っ
て

将
来
を
に
な
う
青
少
年
が
、
明
る

く
豊
か
な
環
境
の
中
で

。
す
こ
や
か

に
育
つ
よ
う
に
と
願
う
の
は
、
誰
も

が
同
じ
こ
と
で
し
I
つ
。

し
か
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
運

動
は
、
地
域
の
人
々
の
協
力
と
活
動

な
し
に
は
、
全
く
進
展
し
な
い
で
し

ょ
う

。

青
少
年
が
生
活
し
、
学
ひ
、
自
ら

を
き
た
え
て
い
く
場
所
で
あ
る
家
庭

・
学
校
・
地
域
社
会
が
互
い
に
協
力

し
合
っ
て
、青
少
年
を
あ
た
た
か
く
、

時
に
は
き
び
し
く
見
守
り
な
が
ら
、

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
力
を

尽
し
て
い
く
こ
と
が
、
い
ま
最
も
大

切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
I

つ
か

。

楽
し
く
、
明
る
い
キ
ャ
ン
プ
風
景

夏
休
み
の
催
し
も
の

親
子
で
星
を
見
る
会
(

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
)

投
映
日
　
(
月
一
日
、四
日

時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
・
三
時
の

二
回

定
員
　
各
回
先
着
二
百
三
十
名

入
場
　
無
料

学
習
室
の
開
放

期
間
　
(
月
一
日
～
二
十
日
(
た
だ

し
日
曜
日
は
除
く
)

時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
十

分
(
た
だ
し
土
一
日
は
午
前
九
時

?
十
二
時
)

対
象
　
区
内
小
・
中
・
高
校
生

定
員
　
先
着
(
十
名

科
学
ク
ラ
ブ
生
募
集

内
容
　
や
さ
し
い
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
期
間
　
【

月
二
十
一
日
!

一
十
五
日

時
間
　
小
学
生
・・・
午
前
九
時
三
十
分

～
十
一
時
三
十
分

中
学
生
・
・
・
午
後
】
時
三
十
分
～
二

時
三
十
分

対
象
者
　
小
学
生
高
学
年
、
中
学
生

定
員
　

各
二
十
四
名

受
講
・
教
材
費
　
無
料

受
付
　
電
話
で
先一
順
、
七
月
二
十

一
日
午
前
九
時
か
ら

図
書
室
の
開
設

期
間
　
(
月
盲
～
一
十
日
(
た
だ

し
日
曜
日
は
除
く
)

時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
十

分
(
た
だ
し
土
曜
日
は
午
前
九
時
?

十
二
時
)

対
象
　
区
内
小
学
生
以
下

子
供
映
画
会

期
日
　
(
月
二
日
・
九
日
・
十
六
日

時
間
　
午
前
十
時
・
午
後
一
時
三
十

分
対
象
　
小
学
生
以
下

受
付
　
七
月
二
十
一
日
よ
り
先
着
百

五
十
六
名
に
入
禍
整
理
券
を
発
行

岩
石
・
昆
虫

貝
等
の
鑑
定
会

期
日
　
(
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日

時
間
　
午
前
十
時
～
午
後
四
時

対
象
　
区
内
小
学
生
(
鑑
定
無
料
)

展
示
ホ
ー
ル
開
放

期
間
　
(
月
一
日
?
十
五
日
(
た
だ

し
日
曜
日
は
除
く
)

時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
十

分
(
た
だ
し
土
曜
日
は
午
前
九
時
?

十
二
時
)

対
象
　
区
内
小
、
中
学
生

※
以
上
の
申
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
(
　
(
五
〇

一
(
(
〇
一
)
へ
。

夏
の
夕
べ
を

区
民
納
涼
大
会
で

今
年
で
二
回
目
の
区
民
納
涼
大

会
を
次
の
要
領
で
開
催
し
ま
す

。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ご
參
加
く
だ
β
い
。
釶
両

を
こ
ら

し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
両
会
場
と
も
、
車
で
の

来
場
は
禁
止
さ
れ
る
ほ
か
、
開
催

日
は
、
元
溯
江
公
園
外
周
と
干
住

新
橋
第
一
・
第
ニ
グ
ラ
ン
ド
側
の

土
手
下
の
道
路
は
、
午
後
五
時
三

十
分
か
ら
十
一
時
ま
で
交
通
規
制

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

日
時
・
場
所
　
七
月
二
十
九
日

(
土
T
三
十
貝
忌
・
・
・
元
溯
江

公
園
(
雨
天
順
延
、七
月
三
十

一
日
)
(
月
五
貝
土
)
～
六
日

(
日
)
・
・
・
荒
川
河
川
敷
(
千
住
新

橋
第
一
・
第
ニ
グ
ラ
ン
ド
、雨

天
順
延
、(
月
七
日
)
い
ず
れ

も
午
後
六
時
三
十
分
?
十
婢

催
し
物
　
阿
波
お
ど
り
・
盆
お
と

り
・
阿
波
お
ど
り
コ
ン
ク
ー
ル

・
打
上
げ
花
火
(
荒
川
河
川
敷

の
み
)

問
合
せ
先
　
経
済
課

新
足
立
音
頭
の

講
習
会
を
開
催

区
民
納
涼
大
会
の
開
催
に
あ
た

り
前
も
っ
て
広
く
区
民
の
皆
さ
ん

に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
新
足

立
音
頭
の
講
習
会
を
行

な

い
ま

す

。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

(
一
)
七
月
二
十
一
日
(
金
)
午
後

一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

足
立
区
消
費
者
セ
ン
タ
ー
三

階
(
千
住
仲
町
三
番
地
・
区

商
振
連
会
館
内
)

(
二
)
七
月
二
十
一
日
(
金
)
午
後

一
時
三
十
分
～
蒔
三
十
分

亀
有
償
用
金
庫
竹
の
塚
支
店
(

伊
具
町
見
通
一
五
二
五
)

参
加
　
無
料

問
合
せ
先
　
経
済
課
内
足
立
区
民

納
涼
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局たのしいひとときを

「
家
庭
の
日
」

パ
レ
ー
ド

鼓
笛
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
て

パ
レ
ー
ド
を
行
な
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い

日
時
　
七
月
二
十
一
日
(
金
)

午
前
十
時
?
十
一
時
(
雨
天

中
止
)

集
合
場
所
　
千
寿
旭
小
学
校

コ
ー
ス
　
千
寿
旭
小
?
千
寿
小

ご家族でご利用を

伊豆高原保養所
「あだち荘」

区
で
は
、
建
築
中
で
あ

。
た
、
国

民
健
康
保
険
の
保
養
所
「
あ
だ
ち
荘
」

を
六
月
一
日
に
開
設
し
ま
し
た
。

ご
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の

要
領
で
お
肉
し
込
み
く
だ
さ
い
。

所
在
地

伊
東
市
城
ヶ
崎
地
区
(
東
京
駅
か

ら
熟
海
経
由
、
伊
豆
急
伊
豆
高
原

駅
下
車
徒
歩
二
十
分
)

施
設
の
概
要

○
客
室
三

人
以
上
五
人
ま
で
収
容
)

十
二
室

〇
浴
室
(
温
泉
)
・
:
二
室

〇
食
堂
・
談
話
室
・
庭
園

利
用
料

〇
室
料
・・・
一
室
一
泊
に
つ
き
、
被
保

険
者
世
帯
は
五
千
円

。
被
保
険
者

世
帯
以
外
の
区
民
の
方
は
七
千
五

百
円

○
食
事
料
・・・
大
人
食
(
朝
夕
)
千
五

百
円

。
子
供
食
(
朝
夕
)
千
円

申
込
方
法

〇
被
保
険
者
世
帯
・・・
利
用
日
の
一
か

月
前
か
ら
受
付
け
ま
す
。
印
鑑
・

保
険
証
・
利
用
料
全
額
を
持
参
し

国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係
へ

。

〇
被
保
険
者
以
外
の
方
・・・
利
用
日
の

十
日
前
か
ら
受
付
け
ま
す

。
印
儒

・
利
用
料
全
談
を
持
参
し

、
国
民

健
康
保
険
課
庶
務
係
へ

。

問
合
せ
先
　

国
民
健
康
保
険
課
庶
務

係

ご
利
用
く
だ
さ
い

海
・
山
の
家

区
で
は
、国
民
健
康
保
険
の
夏
季

施
股
『
海
の
家
』
「山
の
家
」を
開

設
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
以
外
の

方
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
電
話
で

国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

○
海
の
家
・・
卞
田
外
浦
・
今
井
浜
・

館
山

○
山
の
家
・・一
日
光
讌
元
温
泉
・
奥
多

摩
鳩
ノ
巣

〇
闘
設
期
間
・
大

月
二
十
九
日
ま
で

問
合
せ
先
　

国
民
健
康
保
険
課
庶
務

係

ポスターをつくりませんか

明るい選挙ポスター募集

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
「
明
る
い

選
挙
」啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

<
応
募
要
領
>

資
格
　
区
内
の
小
、
中
学
生
を
対
象
と

し

、
一
人

】点
に
限
る

規
格
　
大
き
さ
は
5
5り
×
4
0り

。
色
彩

は
自
由

。
作
品
の
‘つ
5
石
下
に
学
校

名
・
学
年
・
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
・

性
別
を
必
ず
記
入

内
容
　
「
明
る
い
選
挙
」
と
い
う
用
語

を
用
い
て
作
成
す
る
こ
と

賞
　
入
遇
者
(
小
、
中
学
生
各
十
点
)

に
対
し
賞
状

、
記
念
品
を
。
応
募
者

全
員
に
は
、
参
加
記
念
品
を
贈
り
ま

す
審
査
結
果
の
発
表
　

九
月
中
旬

締
切
　
九
月
十
六
日
ま
で

応
募
・
問
合
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

あなたもお近くの会場へ

区長移動応接室

区
で
は
。今
月
十
日
か
ら
区
長
移
動

応
接
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん

の
声
を
区
政
に
生
か
す
た
め
、
お
近
く

の
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
後
の
日
程
と
会
場
は
次
の

と
お
り
で
す
。

七
月
二
十
日
(
木
)
第
十
九
出
張
所

七
月
二
十
一
日
(
金
)
第
二
十
出
張
所

七
月
二
十
四
日
(
月
)
鹿
浜
出
張
所

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
七
時
か
ら

九
時
ま
で
で
す
。

問
合
せ
先
　
広
報
課

あなたの国民 年金は

だいじょうぶですか
最
近
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
で
特
例
納

付
(
強
制
加
入
者
で
強
制
加
入
期
間
の

あ
る
、明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
降

生
ま
れ
の
人
で
、
保
諭祠
未
納
の
方
の

救
済
)
に
つ
い
て
の
記
事
が
数
多
く
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
区
民
の
方
々
の
問

い
合
せ
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
区
で
は
皆
さ
ん
の
問
い
合
せ
に
こ

た
え
る
年
金
相
談
を
毎
月
第
一
水
黽
日

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
東
京
都
国
民
年
金
部
よ
り
専

門
家
が
来
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。年
金

に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
相
談
の
あ
る
方

は
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

八
月
の
相
談
日
　
(
月
―百
(
水
)

時
間
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
三
十

分
ま
で

場
所
　
区
役
所
二
階
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課
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交通事故件数23区でトップ
くりかえすまい悲惨な事故

足
立
区
か
ら
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

夏
の
交
通
安
全
運
動
を

初
め
て
実
施

大
変
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
足
立
区
の
交
通
事
故
件
数
は
、都
の
減
少

傾
向
と
は
逆
に
、
増
加
傾
向
に
あ
り
、
二
十
三
区
で
ト
ッ
プ
と
い
う
不
名

誉
な
成
紋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
区
で
は
、
七
月
二
十
八
日
か
ら
五

日
間
、
初
め
て
夏
の
交
通
安
全
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。運

転
す
る
人
も
歩
く
人
も
、
み
ん
な
で
協
力
し
あ
い
、
事
故
の
な
い
足
立
区

に
し
ま
し
ょ
う
。

番
察
庁
が
七
月
―
日
発
表
し
た
資

柯
に
よ
り
ま
す
と
、
今
年
に
入
っ
て

か
ら
六
月
末
日
ま
で
の
間
に
、
東
京

都
内
の
交
通
事
故
で
死
亡

し

た
人

は
、
百
四
十
人
で
、前
年
に
比
ぺ
て
、

二
十
(
人
の
咸
少
と
な
り
、
上
半
期

と
し
て
は
、
昭
和
五
年
の
死
亡
者
と

同
じ
で
す
。

現
在
は
二
百
八
十
万
台
あ
る
自
動

車
敕
は
、
昭
和
五
年
に
は
、
二
万
七

千
台
で
し
た
し
、
人
口
も
約
半
数
の

五
百
五
十
万
に
す
き
ま
せ
ん
か
ら
、

交
通
安
全
運
動
の
効
果
は
大
き
い
と

い
え
る
で
し
f

う
。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
足
立
区

内
の
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
人
は
、

同
じ
期
間
に
十
(

名
に
も
の
ぼ
り
、

前
年
に
比
べ
て
八
〇
%
も
ふ
凡
て
い

ま
す
。

足
立
区
内
の
亊
故

に
よ
る
死
亡
老

は
四
十
五
年
の
六
十
七
名
を
ピ
ー
ク

に
、
以
後
年
々
減
少
し
、
四
十
九
年

か
ら
は
二
十
名
台
で
し
た
が
、
こ
の

分
で
は
悲
し
い
砲
録
を
残
し
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
区
で
は
、
国
や
都
と
同

様

に
、
七
月
二
十
八
日
か
ら
五
日
闡
、

初
め
て
夏
の
交
通
安
全
運
助
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の

期
間
中
、
区
で
は
次
の
事
業

を
奥
施
し
、
交
通
事
故
の
な
い
足
立

の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
公

に

も
う

】
度
、
交
通
安
全
に
つ
い
て

、

お
考
え

く
だ
さ
い
。

(
一
)
又
通
安
全
特
集
号
の
発
行

(
二
)
交
通
少
年
団
の
街
頭
指
4

(
三
)
自
転
車
も
と
ま
れ
の
禰
助
板
の
取

付
け

(
四
)
自
転
車
の
無
料
点
検

(
五
)
交
通
安
全
映
画
会
闘
催
の
援
助

(
六
)
区
庁
舎
な
ど
に
、
た
れ
幕
の
掴

出
(
七
)
違
法
な
屋
外
広
告
物
の
撤
去

知
っ
て
お
こ
う
こ
ん
な
こ
と

事
故
に
あ
わ
な
い

起
さ
な
い
コ
ツ

こ
れ
ま
で
に
区
内
で
起
き
た
事
故

そ
調
査
し
て
み
ま
す
と
、
ち

″
つ
と

産
意
す
れ
ば
避
け
ら

れ
た
彫
故
ば
か

り
で
す
。

実
際
に
起
き
た
事
故
か
ら
学
ん
だ

「
箏
故
に
あ
わ
な
い
、
起
こ

さ
な
い

コ
ッ
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
あ
な

た
も
今
後
は
十
分
ご
注
意
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

歩
行
者
の
場
合

▼
信
号
の
な
い
交
叉
点
で
、
狹
い
遭

路
か
ら
広
い
道
路
に
右
・
左
折
し
よ

う
と
す
る
自
助
車
の
運
転
手
は
、
自

分
の
自
助
車
が
入
ろ
う
と
す
る
方
向

へ
の
自
助
車
の
流
れ
に
気
を
取
ら
れ

て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
左
へ
曲
ろ
う
と
す
る
自

励
車
の
運
転
手
は
'

み
な
が
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
の
で
す
。

横
や
後
か
ら
来
る
自
助
車
は

、
あ

な
た
を
見
て
い
な
い
の
で
す
か
ら
、

青
信
号
で
横
断
歩
道
そ
度

る
と

き

も

、
俊
ろ
か
ら
曲
っ
て
く
る
自
動
車

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い

。

▼
横
断
歩
道
の
直
前
に
止
ま
っ
て
い

る
自
助
車
の
運
転
手
は

、
歩
行
者
の

切
れ
目
を
み
て
発
進
し
ま
す

。
そ
の

畤

、
運
転
手
は
反
対
側
の
歩
行
者
を

み
て
い
ま
す
か
ら

、信
号
が
青
で
も
、

歩
行
者
が
一
団
と
な
っ
て
渡
っ
た
食

か
ら
横
断
歩
遭
に
入
っ
た
歩
(
丶
)

行
者
は
、
急
い
で
通
り
抜
け
よ
う
と

す
る
前
に

、
運
転
手
に
合
図
し
て
か

ら
渡
り
ま
し
冫
つ

。

▼
渋
滞
し
て
い
る
自
動
車
の
問
か
ら

反
対
側
に
渡
る
場
合

、
反
対
側
の
自

励
車
還
転
手
か
ら
は
並
ん
で
い
る
自

勳
車
の
彫
に
な
っ
て
あ
な
た
が
見
え

ま
せ
ん
。
横
断
す
る
と
き
は
、
必
ら

す
と
ま
っ
て
反
対
側
の
自
助
車
が
来

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

。

ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
て
も

注
意
し
よ
う

▼
わ
た
し
が
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
と
、
自
動
車
な
ど
に
全
く

注
意
を
し
な
い
で
横
断
歩
道
な
ど
を

渡
る
人
か
い
ま
す
。

む
か
し
は
「
人
を
み
た
ら
泥
棒
と

思
え
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま

し
た
。
い
ま
で
は
、
「
人
を
み
た
ら

違
反
す
る
」
と
思
え
ば
、
ま
ず
事
故

に
は
会
い
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
ル
ー

ル
を
守
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

相
手
が
ル
ー
ル
を
守
っ
て
く
れ
る
保

証
は
な
い
の
で
す
。

自
転
車
・

オ
ー
ト
バ
イ
の
場
合

▼
自
動
篳
と
並
ん
で
進
ん
で
い
た
オ

―
ト
バ
イ
や
、
自
転
車
が
自
動
皐
に

ふ
れ
、
転
ん
で
事
故
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

少
な
く
て
も
、
歩
道
番
り
に
も
う

一
台
分
、
ス
ペ
ー
ス
の
な
い
場
合
に

は
、
並
進
す
る
こ
と
を
避
け
、
自
動

車
の
後
に
つ
い
て
走
っ
て

く
だ

さ

い
。ま

た
渋
滞
し
て
い
る
道
路
で
、
わ

ず
か
な
す
き
ま
に
入
っ
て
追
い
抜
こ

う
と
し
て
ト
ラ
'

ク
に
ふ
れ
、
転
ん

で
事
故
と
な
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

▼
こ
ん
な
簡
単
な
"
故
で

、・・
と
犠
牲

に
な
っ
た
人
に
は
申
し
呎
あ
り
ま
せ

ん
か
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
石
な
ど
に
つ
ま
づ

い
て
転
ひ
頭

を
強
く
打
っ
た
た
め
に

死
亡
し
た
の
で
す
。

法
令
に
強
制
さ
れ
て
い
な
い
場
合

で
も
、
ヘ
ル
メ
y
卜
は
出
来
る
だ
け

つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
大
型
自
助
車
が
曲
る
と
き
、
(
丶
)

後
ろ
の
車
輪
は
、
そ
の
内
側
に
大
き

く
片
番
り
ま
す
。

曲
る
合
図
が
自
助
車
か
ら
あ
っ
た

と
き
は
、
そ
の
ま
ま
進
ま
ず
進
路
を

ゆ
ず
フ
て
く
だ
さ
い
。

▼
カ
ー
ブ
し
た
楊
所
で
、
ス
ピ
ー
ド

を
落
し
切
れ
ず
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や

一

柱
に
衝
突
し
た
例
も
多
い

も
の
で

す
。
ど
ん
な
場
合
に
も
す
ぐ
対
応
出

来
る
ス
ピ
ー
ド
で
走
行
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

▼
自
転
車
の
二
人
乗
り
は

危
険

で

す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
接
触
で
バ
ラ
ン

ス
そ
失
い
、
事
故
に
な
っ
た
例
が
あ

り
ま
す
。

▼
自
転
車
は
よ
く
点
倹
し
、
故
障
は

す
ぐ
価
理
し
て
お
き
ま
し
?
つ
。
自

転
車
安
全
教
室
を
Z
内
で
閤
き
ま
す

と
、
い
つ
で
も
約
半
分
ぐ
ら
い
は
ブ

レ
ー
キ
な
ど
の
故
障
率
で
す
。
事
前

に
、
ち
ゃ
ん
と
修
理
し
て
か
ら
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
身
体
に
合
っ
た
自
転
車
が
安
全
で

快
適
で
す
。

大
き
く
な
っ
た
兄
の
自
転
車
を
弟

に
お
下
り
に
す
る
場
合
、
す
ぐ
大
き

く
な
る
か
ら
と
サ
ド
ル
の
位
置
な
ど

そ
な
お
S
な
い
で
利
用
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
無
理
な
姿
勢
で
乗
る
た

め
、
(
'

と
し
て
、
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
よ
う
と
し
た
が
間
に
合
わ
ず
事
故

と
な
っ
た
例
が
あ
り
ま
す
。

自
動
車
運
転
手

の
場
合

▼
運
転
手
は
、
路
地
か
ら
の
飛
ひ
出

し
な
ど
の
危
険
を
予
刈
し
な
が
ら
、

運
転
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

急
ブ
レ
ー
キ
は
追
突
さ
れ
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
&
故
が
起

き
ゃ
す
ぃ
場
所
に
看
板
な
ど
で
注
窓

を
呼
ぴ
か
け
て
い
る
こ
と
が
艮
く
ぁ

り
ま
す
ど

の
よ
う
な
看
板
な
ど
は
、

あ
な
た
へ
の
乎
告
で
す
。
こ
う
し
た

も
の
を
心
の
標
噸
と
し
て
、
自
岔
M

牙
で
ル
ー

ル
を
作
り
、
そ
れ
に
従
っ

て
迎
転
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
危

険
を
予
告
し
て
い
る
看
板

を
み

た

ら
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
危
険
を
頭
に

入
れ
て
迅
転
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ゆ
ず
り
合
い
還
助
は
、
だ
れ
も
知

っ
て

い
ま
す
が
、
ゆ
ず
っ
て
く
れ
た
人

に
お
礼
の
合
図
を
し
て
い
ま
す
か
。

出
合
い
頭
に
衝
突
し
た
人
に
聞
い

て
み
ま
す
と
、
そ
の
ち
″
つ
と
前
に

自
分
が
ゆ
ず
っ
て
あ
げ
た
の
に
何
ん

の
反
応
も
な
く
。
当
然
の
よ
う
に
相

手
か
進
ん
で
い
っ
た
の
で
カ
。
と
な

り
今
度
は
ゆ
ず
ら
な
か
っ
た
-
‐・
と
い

、つ
例
が
あ
り
ま
す
。

ゆ
ず
っ
て

も
ら
っ
た
ら
、
お
礼
の

サ
イ
ン
を
し
ま
し
冫
つ
。

安全はゆずる心と
待つゆとり

もう一度考え よう
自転車の安全利用法

「じてんしゃとまれ」の標識も新たに設置

事
故
に
あ
っ

た
ら
も
う
遅
い

自
転
車
も
十
分
注
意しよ
う

今
弋

三
人
に
一
人
は
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
『
自
・紅
車
』

乗
る
の
に
免
吽
証
も
い
ら
な
い
し
、
教
習
所
も
な
い
の
で
気
騒
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
、
自
転
車
に
よ
る
事
故
が
年

々
増
え
る
一
方
、
駅
前
広
場
の
自
転
車
置
場
は
、
放
置
さ
れ
っ
ぱ

な
し
の
自
転
車
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
も
そ
の
利
用
方
法

を
誤
ま
れ
ぱ
、
車
と
同
横
走
る
凶
器
と
化
し
ま
す
。
交
通
標
識
を

守
る
正

し
い
乗
り
方
・
使
い
方
で
楽
し
く
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

最
近
、
足
立
区
で
は
、
自
転
車
利

用
の
方
か
息
激
に
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
比
例
す
る
よ
う
に
、
自
転
車

の
交
通
事
故
が
皿
え
、
9
内
事
故
件

效
の
三
〇
%
に
も
逹
し
て
い
ま
す
。

今
年
に
入
っ
て
か
ら
六
月
末
ま
で

の
死
亡
事
故
の
う
ち
、
五
件
が
自
転

単
利
用
者
で
す
。

■
こ
ん
な
と
き
に
事
故
が
起
こ
る

自
転
車
事
故
の
原
因
で
一
番
多
い

の
が
、
偖
号
の
な
い
裏
通
り
の
交
差

点
で
の
一
時
停
止
不
徹
底
で
す
。
こ

の
た
め
、出
会
い
が
し
ら
の
事
故
が
、

た
く
さ
ん
起
き
て
い

ま
す
。

■
事
故
防
止
に
四
千
個
の
標
識

あ
る
都
内
の
自
動
車
練
習
所
の
教

官
を
集
め
て

、
一
恥
停
止
の
標
識
の

あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
「
自
転
車
も
止

ま
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
か
」
を
質

問
し
た
と
こ
ろ
、
(
〇
%

以
上

の

教
官
か
、
自
転
車
は
止
ま
ら
な
く
て

も
良
い
と
答
え
た
と
い
う

こ
と

で

す
。交

通
規
刈
に
つ
い
て
、
最

も
良
く

知
っ
て
い
る
は
ず
の
自
助
車
練
習
所

の
教
官
で
さ
え
、
自
転
車
も
一
時
停

止
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
区
民
の

方
か
一
時
停
止
の
標
識
の
な
い
と
こ

ろ
で
、
止
ま
ら
な
く
て
も
よ
い
と
考

え
る
の
は
無
理
の
な
い
こ
と
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
区
で
は
、
警
視
庁
で
初
め

て
、
区
内
の
自
転
車
利
用
者
の
多
い

交
差
点
の
一
時
停
止
標
識
に
、
『
じ

て
ん
し
や
も
と
ま
れ
』
の
補
助
板
を

四
千
儁
政
一

し
ま
し
た
。

一
時
停
止
標
識
の
あ
る

と
こ

ろ

は
、
必
ず
一
時
停
止
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
今
度
。
補
助
板
を
取

り
付
け
た
と
こ
ろ
は
、
特
に
危
険
な

唱
所
で
す
か
ら
、
必
ら
ず
止
ま
っ
て

左
右
を
砲
認
し
て
か
ら
通
行
す
る
こ

と
を
励
行
し
て
く
だ
さ
い
。

自
転
車
の
放
置
は

や
め
ま
し
ょ
う

取
前
は
街
の
玄
関
で
す
。
し
か
し

最
近
で
は
、
き
れ
い
で
あ
る
べ
き
は

ず
の
玄
関
に
、
大
量
の
自
転
車
が
無

秩
序
に
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
や
駅
周
辺
の
畝
置
自
転
車
は
、

社
会
問
題
と
し
て
鰻
ん
に
新
聞
紙
上

な
ど
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
一
方
、
地

元
住
民
か
ら
も
、
苦
情
や
駐
車
鳩
の

整
儁

放
一

自
転
車
の
取
締
強
化
に

つ
い
て
な
ど
の
要
望
が
非
常
に
多
く

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

駅
前
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車

は
…
…

駅
周
辺
の
美
観
を
著
し
く
損
ね
ま

す
。
そ
の
う
え
、
自
転
車
が
歩
道
の

大
部
分
を
占
拠
す
る
た
め
、
歩
行
者

の
じ
や
ま
に
な
た
っ
り
、
鳩
合
に
よ

っ
て
は
歩
行
者
を
皿
道
に
追
い
や
っ

て
、
交
通
安
全
の
う
え
か
ら
、
非
常

に
皀
浹
で
す
。

▼
自
転
車
が
車
道
に
は
み
出
し
、
交

通
渋
滞
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

▼
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
緊
急
自
助
車
(

消
防
皐
、
救
急
皐
)
等
の
進
入

か
そ
が
い
さ
れ
、
公
共
厩
関
と
し

て
の
駅
前
広
場
の
機
能
が
著
し
く

低
下
し
ま
す
。

▼
周
辺
の
商
店
等
の
営
業
の
妨
げ
と

な
り
ま
す
。

▼
放
置
自
転
車
に
よ
り
、
人
体
に
亊

故
・
攜
傷
を
与
え
ま
す
。

▼
無
秩
序
に
大
一

に
放
霞
さ
れ
て
い

る
た
め
、自
転
車
の
無
断
借
用
、盗

難
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

区
内
で
起
こ
る
犯
卵
の
二
〇
%

か
ら
三
〇
%
ま
で
が
自
転
車
の
盗

難
で
す
。

区
で
は
、
こ
れ
ら
の
放
置
自
転
車

に
対
処
す
る
た
め
、
駅
周
辺
に
自
転

車
パ
ー
ク
を
設
置
し
て
い
ま
す
か
、

激
増
す
る
自
履
車
に
は
対
処
し
き
れ

ま
せ
ん
。
践
道
や
周
辺
ス
ー
パ
ー
に

用
地
の
提
供
を
求
め
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
も
限
度
か
あ
り
ま
す
。

先
日
、
倉
転
車
利
用
者
の
実
熊
を

謌
べ
た
と
こ
ろ
、
約
半
数
以
上
が
徒

歩
で
十
分
位
の
人
た
ち
で
し
た
。

か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
や
遠
距
厩

の
方
に
、
自
転
本
置
場
を
簾
っ
て
あ

げ
る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
区
で
は
地
元
住
民
・
警
察
の

協
力
を
得
て

、
放
葷
自
転
車
の
一
斉

撤
去
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

自
転
車
利
用
の
皆
さ
ん
、
畷
周
辺

の
道
路
上
に
は
絶
対
に
自
転
車
を
放

置
し
な
い
よ
う
ご
協
力
顏
い
ま
す
。

健
康
の
た
め
に
も
、
歩
け
歩
け
運

助
を
展
開
し
、
明
る
い
住
み
よ
い
足

立
区
を
つ
く
り
ま
?
？
つ
。

放
置
自
転
車
撤
去

の
お
知
ら
せ

七
月
三
十
一
日
(
月
)
に
、
西

新
井
駅
西
口
と
大
師
駅
周
辺
の

放
置
自
転
車
を
撤
去
し
ま
す
。

※
西
新
井
警
察
署
・
足
立
区

役
所
・
都
第
六
建
設
事
務
所

・
東
武
鉄
道

交通危機に際し

区民の皆さんに訴える
足立区長　長谷川　久 勇

私
が
今
、
大
変
残
念
に
思
っ
て

い
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
X
内
の
交

通
事
故
が
都
内
で
I

番
多
い
こ
と

で
す
。

足
立
区
の
発
展
を
に
な
う
べ
き

貴
重
な
人
命
が
、
失
わ
れ
る
こ
と

は
悲
し
い
限
り
で
す
。

先
日
、
私
は
区
内
の
三
警
桑
署

長
さ
ん
と
、
事
故
防
止
対
策
に
つ

い
て
、
緊
急
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
気
持
だ
っ

た
か
ら
で
す
。

単
純
な
他
区
と
の
比
較
は
、
正

し
く
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
い

は
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
西
斬
井
麕
の
管
内
だ

け
で
も
、
台
東
区
と
荒
川
区
を
合

わ
せ
た
よ
り
広
く
、
両
区
に
は
、

上
野
・
下
谷
・
浅
草
・
蔵
前
・
尾

久
・
爾
千
住
・
荒
川
の
各
答
が
あ

る
の
だ
か
l
O
'
I
概
に
足
立
区
に

事
故
か
多
い
と
も
言
い
切
れ
な
い

と
い
う
よ
う
に
で
す
。

け
れ
ど
も
私
は
。
人
の
命
を
う

ぱ
う
交
通
事
故
、
そ
の
悲
惨
な
状

況
を
考
え
る
と
き
、
ど
う
し
て
も

事
故
は
域
ら
す
べ
き
だ
。
も
Iつ
起

こ
し
て
は
な
ら
な
い
。
と
考
え
る

の
で
す
。

で
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
で
し

ょ
、つ
か
。

先
に
申
し
ま
し
た
警
察
と
の
会

合
で
は
、
交
通
に
関
係
あ
る
機
関

と
の
密
接
な
協
力
に
よ
る
還
動
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
『
区
民
の
皆

さ
ん
旦

人
お
一
人
が
、
又
通
安

全
に
お
心
が
け
い
た
だ
く
こ
と
。

そ
の
こ
と
が
な
に
よ
り
大
切
』
と

の
細
腕
に
連
し
ま
し
た
。

街
を
歩
い
て
み
ま
す
と
、
ま
だ

ま
だ
危
険
な
場
面
を
、
1
1
に
し
ま

す
。
道
路
で
の
遊
ひ
、
自
転
車
の

二
人
乗
り
、
無
理
な
横
断
、
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
す
き
、
一
時
停
止
の

無
視
な
ど
そ
の
例
は
枚
挙
に
い
と

ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

私
一
人
ぐ
ら
い
は
艮
い
だ
ろ
う

と
か
、
こ
の

く
ら
い
は
大
丈
夫
だ

ろ
う
な
ど
の
、
自
分
勝
手

な
誤
っ

た
判
断
が
、
す
ぐ
事
故
に
つ
な
が

る
の
で
す
。

皆
さ
ん
、
事
故
は
ち
″
つ
と
し

た
注
意
を
お
こ
た
ら
な
い
こ
と
で

必
ず
避
け
ら
れ
ま
す
。
も
う
こ
れ

以
上
、
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う

区
民
の
皆
さ
ん
が
お
互
い
に
産
意

し
合
い
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

事
故
の
な
い
足
立
区
に
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
う
し
た
黄
全
の
誓
い
が
、
佃

人
か
ら
家
庭
に
、
そ
し
て
職
鳩
に

地
域

に
広
が
る
よ
う
格
別
の
御
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

区
で
は
、
今
年
初
め
て
X

の
交

通
安
全
運
助

倉
行
な
い
ま

す
。
こ

れ
ま
で
減
少
す
る
傾
向
に
あ
っ
た

事
故
が
心
加
し
て
い
る

か

ら
で

す
。事

態
は
ま
さ
に
急
を
告
げ
て
い

ま
す
。

ぜ
ひ
区
民
の
皆
さ
ん
の
御
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

き
み
も

ほ
あ
ん

か
ん
に
な
ろ
う

き
み
、
ほ
あ
ん
か
ん
つ
て
し
り

て
る
か
い
。
そ
う
、
テ
レ
ピ
な
ん

か
の
せ
い
ぷ
げ
き
に
出
て
く
る
ほ

あ
ん
か
ん
さ
。

ま
ち
の
人
た
も
の
巾
か
ら
、
ゆ

う
き
と
せ
い
き
の
も
ち
ぬ
し
が
、

え
ら
ば
れ
て
な
る
ん
だ
よ
。
こ
ん

ど
、
あ
だ
ち
く
で
、
ほ
あ
ん
か
ん

の
バ
ｙ
チ
を
つ
く
っ
た
っ
て
さ
。

こ
う
つ
う
ほ
あ
ん
か
ん
の
ち
か
い

★
じ
て
ん
し
ゃ
の
二
人
の
り
は
し

ま
せ
ん

★
ど
う
ろ
へ
の
と
ぴ
だ
し
は
し
ま

せ
ん

★
よ
つ
か
ど
で
は
じ
て
ん
し
や
を

と
め
ま
す

★
し
ん
ご
う
を
ま
も
り
ま
す

★
ら
い
さ
い
こ
ど
も
弋

お
と
し

よ
り
を
ま
も
り
ま
す

★
ル
ー
ル
を
ま
も
ら
な
い
ひ
と
に

ち
ゆ
う
い
し
ま
す

こ
れ
だ
け
を
ま
も
れ
る
き
み
な

ら
、
こ
う
?
つ
あ
ん
ぜ
ん
き
か
ん

の
七
月
二
十
(
日
の
あ
さ
十
時

に
、
こ
う
つ
う
し
ょ
う
ね
ん
だ
ん

の
お
に
い
さ
ん
か
、
お
ね
え
さ
ん

が
く
ぱ
る
バ
ッ
チ
を
も
ら
っ
て
、

「
こ
う
つ
う
ほ
あ
ん
か
ん
」
に
な

ろ
う
。
カ
ッ
コ
い
い
ぜ
!

問
合
せ
先
　

交
通
安
全
係

ご利用ください

自転車の無料点検

自
転
車
の
塵
備
か
、
不
良
だ
っ

た
た
め
に
思
わ
ぬ
事
故
そ
起
こ
す

例
が
、
数
多
く
あ
り
ま
す
。

「
東
京
都
自
転
車
商

協
同

組

念

の
足
立
四
支
部
が
、
夏
の
交

通
安
全
運
助
中
の
警
観

庁
自
転
車
交
通
安
全
日

に
ち
な
ん
で
、
自
転
車

の
無
料
点
検
を
し
て
く

れ
ま
す
。

サ
ド
ル
、
ペ
ダ
ル
、
(

ン
ド
ル
は
、
自
転
車

の
重
要
な
一
三
点
で
す
。

自
分
の
か
ら
だ
に
、
こ

の
三
点
の
位
置
が
合
っ

て

い
な
い
と
、
事
故
に

つ
な
が
り
や
す
い
も
の

で

す
。

そ
の
ほ
か
、
ブ
レ
ー
キ
、
(
ン

ド
ル
の
曲
が
り
な
ど
、
募
故

を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
、
こ
の
機
会
に

点
検
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
七
月
二
十
(
日
{
金
}
午
前

十
?
？
午
後
三
時

場
所
　
区
内
の
「
東
京
都
自
転
車

商
協
同
組
合
」
の
看
板
が
か
か

っ
て
い
る
自
転
車
店

点
検
後
、
点
検
ヵ
―
ド
を
く

れ
ま
す
が
、
そ
の
佃
所
の
都
品

の
又
換
や
修
理
を
希

望
さ
れ
る
場
合
、
央

費
が
か
か
り
ま
す
。

※
全
S
の
、
自
奄
車

商
協
同
組
合
で
は
、

毎
年
各
地
で
無
料
点

検
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
五
十
一
年
度

の
結
果
を
み
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

取
扱
い
台
数

】
七

三
万

五
千
台
の

う

ち
、
塵
備
不
輿
四
三
%
、
そ
の
う

ち
ブ
レ
!
キ
故
障
三
五
%
、
そ
の

他
六
五
%
で
し
た
。

こ
の
点
検
の
お
か
け
で
、
事
故

に
あ
わ
ず
に
す
ん
だ
人
が
、
何
人

も
い
ま
す
。

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

交
通
災
害
共
済
制
度

交
通
災
害
共
済
制
度
は
。
二
十

三
区
に
住
ん
で
い
る
万
な
ら
誰
で

も
が
加
入
で
き
、
も
し
交
通
事
故

に
あ
っ
た
と
き
、
一
口
に
つ
き
最

高
百
万
円
ま
で
の
見
舞
金
か
受
け

ら
れ
る
制
度
で
、
一
人
二
口
ま
で

加
入
で
き
ま
す
。

区
で
は
、
四
歳
か
ら
中
学
生
ま

で
の
お
子
さ
ん
と
、
七
十
歳
以
上

の
お
年
番
り
の
方
を
対
傘
に
、
四

月
二
日
か
ら
一
年
間
一
口
と
し
て

区
で
加
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

方
の
う
ち
、
こ
自
身
で
加
入
手
続

き
を
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、

事
故
に
あ
っ
て
も
ま
だ
脯
求
の
手

続
き
を
し
て
い
な
い
方
が
お
い
で

で
す
。
す
ぐ
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

次
に
、
万
一
交
通
募
故
に
あ
わ

れ
た
と
き
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
事

故
で
も
警
察
に
届
け
て
、
自
助
車

安
全
還
転
セ
ン
タ
ー
か
ら
交
通
事

故
証
明
S
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
セ
ン
タ
ー
か
ら
証
明
書
の

交
付
が
叉
け
ら
れ
な
い
鳩
合
の

。

共
済
見
舞
金
の
購
求
手
続
き
は

、

大
慶
面
倒
で
す

。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
り
起
こ
し

た
り
し
た
と
き
は

、
す
ぐ
に
一
一

〇
番
す
る
よ
う
に
し
ま
し
I

つ
。

問
合
せ
は

、
区
役
所
交
通
共
済
窓

口
へ
ど
う
ぞ

。

み
ん
な
で
見
よ
う

交
通
安
全
16

ミ
リ
映
画

も
う
す
ぐ
x

休
み
に

な
り
ま

す
。
町
会
や
子
供
会

、
育
成
会
な

ど
で
「
納
涼
映
画
会
な
ど
の
計
画

を
予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多

い
こ
と
と
思
い
ま
す

。

そ
の
な
か
に
、
交
通
安
全
の
映

面
も
あ
わ
せ
て
上
映
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し

。
う

。
区
で
は
、
そ

の
よ
う
な
機
会
に
ご
利
用
い
た
だ

こ
う
と
、
無
科
で
お
貸
し
す
る
フ

ィ
ル
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い

。

な
お
、今
年
は
特
に
、夏
の
交
通

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
が

、

そ
れ
に
ち
な
ん
で

、あ
る
飲
料
会
社

か
ら
区
に
寄
朋
さ
れ
た
定
規
を
申

込
先
署
二
十
番
ま
で
の
a

体
に
限

り
二

団
体
百
個
さ
し
あ
げ
ま
す

。

申
込
資
格

町
会
、
自
冶
今

子
供
会
、
育

成
会
等
の
団
体
ま
た
は
佃
人
で

16
ミ
リ
操
作
修
了
証
を
持
っ
て

い
る
方

申
込
受
付

七
月
二
十

言

か
ら
電
話
、
ま

た
は
窓
口
で
(
借
用
申
込
番
は

便
用
す
る
三
日
前
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い

。
そ
の
際

、
団

体
等
が
確
認
で
き
る
も
の
と
印

か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
)

申
込
・
問
合
せ
先
　

交
通
安
余
係

(
題
名
と
内
容
)

(
※
印
は
自
黒

、
敵
辛
(
丶
)

は
上
映
時
間
で
す
)

▽
幼
児
向
け

「ぼ
く
ら
の
カ
ブ
ト
ラ
リ
ー
」
n
分

カ
ブ
ト
輿
が
夢
の
中
で
大
き
く

な
り
、
ラ
リ
ー
に
出
場
。

「
お
と
ぎ
の
国
の
交
通
安
全
」
1
6
分

お
も
ち
ゃ
が
ル
ー
ル
を
説
明
。

※
「
風
船
の
願
い
」
3
1
分

一
人
の
子
供
と
教
師
と
呼
察
が

事
故
防
止
を
訴
え
る
。

「
ぼ
く
ら
の
交
通
教
室
」
3
5
分

ア
ニ
メ
で
楽
し
み
な
が
ら
交
通

ル
ー
ル
の
大
切
さ
を
教
え
る
。

「
道
を
わ
た
る
と
き
」
1
0
分

子
う
さ
き
ピ
'
ン
子
と
ブ
タ
の

ブ
ウ
が
正
し
い
歩
き
方
を
指
導
。

※
「
か
っ
ぱ
の
ぱ
あ
太
郎
」
2
4
分

笑
い
の
申
で
子
供
た
ち
に
、
遭

椰
心
を
植
え
つ
け
る
。

「
コ
ロ
と
ピ
ョ
ン
太
の
お
て
が
ら
」

1
6分マ

ン
ガ
で
交
通
規
則
や
知
識
を
'

｀
明
す
る
。

「
交
通
事
故
ゼ
ロ
ヘ
の
た
め
に
」
1
5

分子
供
た
ち
に
交
通
規
則
や
逮
徳

を
理
解
し
や
す
く
脱
明
す
る
。

「
ぼ
く
の
自
転
車
教
室
」
輿
分

安
全
な
乗
り
方
と
点
検
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
教
え
る
。

「
野
球
と
交
通
安
全
」
1
3
分

野
球
と
交
通
の
鳩
面
を
対
応
さ

せ
、
交
通
安
全
を
呼

ぴ
か
(
丶
)

け
る
。

▽
一
般
・
母
親
・
運
転
者
向
け

「
交
通
事
故
悲
し
み
の
記
録
」
3
5
分

運
転
者
の
不
注
意
が
事
故
に
つ

な
が
る
。

「
し
ま
馬
の
お
じ
さ
ん
」
4
3
分

自
分
の
命
を
失
な
い
な
が
ら
も

運
助
の
必
要
性
を
訴
え
る
老
人
。

「
路
上
の
死
角
」
飢
分

無
理
な
横
断
、
路
上
遊
ぴ
が
い

か
に
危
険
か
を
教
え
る
。

「
輪
禍
」
巧
分

連
転
時
の
危
険
な
ポ
イ
ン
ト

を

拑
攜
す
る
。

「
交
通
事
故
ゼ
ロ
ヘ
の
願
い
」
2
7
分

歩
行
者
、
運
転
者
に
交
通
遭
徳

の
あ
り
方
を
訴
え
る
。

「
危
な
い
!
あ
な
た
の
子
が
」
3
1
分

子
ど
も
を
守
る
た
め
に
は
ど
う

す
る
か
を
訴
え
る
。

「
信
号
は
青
だ
っ
た
」
3
3
分

子
ど
も
の
し
つ
け
を
考
え
る
。

「
歩
行
者
の
交
通
法
規
」
3
1
分

事
故
防
止
の
た
め
、
歩
行
老
に

要
求
さ
れ
る
こ
と
そ
解
脱
す
る
。

「
高
遠
道
路
の
運
転
」
1
5分

高
速
道
路
の
基
本
的
ル
ー
ル
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

「
安
全
運
転
の
知
識
」
｀
‘
分

教
習
所
の
テ
キ
ス
ト
『
安
全
還

転
の
知
識
』を
映
画
化
し
た
も
の
。

※
「
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
教

室
」
2
0
分

自
雁
車
の
構
造
・
乗
り
方
な
ど

を
、
や
さ
し
く
解
説
し
て
い
る
。

※
「
歩
行
者
は
王
様
か
」
2
3
分

人
と
自
助
車
の
問
題

を
考

え

る
。

「
父
さ
ん
の
ち
っ
ち
ゃ
な
仏
壇
」

5
0分交

通
遺
児
の
絵
日
記
を
基
に
塊

或
、
交
通
事
故
の
恐
し
さ
を
訴
え

る
。

「
第
一
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
3
0
分

自
転
取
の
制
御
の
知
陶
や
技
怖

を
解
説
す
る
。

「
小
松
川
警
察
署
事
故
調
査
か
ら
」

4
0分事

故
の
原
点
か
ら
、
徹
底
的
に

追
跡
取
材
し
た
映
画
。

「
お
母
さ
ま
あ
な
た
の
力
を
貸
し

て
下
さ
い
」
M
分

交
通
安
全
に
対
す
る
母
親
の
無

腿
心
さ
、
慎
れ
す
き
、
の
無
意
巓

の
行
助
を
訴
え
る
。

「
交
通
事
故
は
誰
の
責
任
か
」
2
7
分

幼
児
や
老
人
を
守
る
た
め
、
み

ん
な
の
協
力
を
訴
え
る
。

「
安
全
ベ
ル
ト
」
1
6
分

安
全
ベ
ル
ト
の
一

用
を
訴
え
る
。

「
母
は
知
っ
て
い
る
」
2
0分

子
供
を
交
過
事
紋
か
ら
守
る
た

め
必
髮
な
こ
と
を
解
説
す
る
。

「
交
通
犯
」
3
0
分

交
通
犯
の
手
配
を
と
お
し
て
、

そ
の
悲
惨
さ
を
訴
え
る
。

「
マ
マ
の
応
急
措
置
」

交
通
事
故
な
ど
緊
急
に
際
し
、

正
し
い
応
急
措
一

の
や
り
方
を
解

説
す
る
。

看
板
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

屋
外
広
告
に
は

許
可
が
必
要
で
す

最
近
、
許
可
を
叉
け
て
い
な
い

屋
外
広
告
吻
が
目

立
っ
て

い

ま

す
。
屋
外
広
告
吻
か
多
く
な
る
と

信
号
が
兄
え
に
く
く
な
っ
た
り
、

還
転
者
が
広
告
に
気
を
取
ら
れ
、

交
通
の
安
全
に
も
大
変

危

険

で

す
。且
外
ヘ
ポ
ス
タ
ー
、は
り
叫

立
一

板
、
広
告
板
、
広
告
塔
、
ア

ド
バ
ル
ー
ン
、
ア
ー
チ
な
ど
の
広

告
物
を
掲
出
す
る
場
合
に
は

、
区

長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ぱ
な
り

ま
せ
ん

。

店
舗
等
の
一

板
で
あ
る
自
家
用

広
告
物
で
も

、
】
定
燐
榎
以
上
の

も
の
は
許
可
を
必
要
と
し
ま
す
の

で
ご
庄
意
く
だ
さ
い
。

区
で
は

、
無
許
可
で
屋
外
広
告

物
を
掲
出
し
て
い
る
広
告
主
に
対

し
て

、
適
正
に
掲
嵐
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
ま
す
が

、
無
肝
可
で
掲

出
し
て
い
る
方
は
、
至
急
許
可

を

叉
け
て
く
だ
さ
い

。

な
お

、
七
月
二
十
(
日
(

金
)

に
は

、
違
法
な
屋
外
広
告
物
(
ポ

ス
タ
ー
、
立
一

板
導
)

を
一
斉
に

黴
去
す
る
予
定
で

す
。

く
わ
し
く
は
、生
活
環
墺
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

こ
の
交
通
安
全
特
集
は
、区
内
千
住
・
西
新
井
・
綾

瀬
三
警
察
署
の
協
力
で
編
集
し
ま
し
た
。



昭和53年7月20日 区のお知らせ 第453号 ( 4)
申請はお早めに

私
立
幼
稚
園
児
の
父
兄
に

補
助
金
が
で
ま
す

区では
,毎年私立幼稚園
卆幼

稚
』類似施設に幼児を通一
ざせ

ている
保護
者に
、補助
金を年二

回に分けて支
給していま
す
。

今回は
、四月～
九月の
六か月
(

前期
分
)で
す
。骸当
する保護

者の
方は
、申請をお忘れ
なく
。

なお
、区内の
幼稚
園頬
似施設

は松山
学園
●凧田
学園・
花畑団

地幼児教室の三一
で
す
。

□
補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
保
護
者

(
一
)
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
以
降
、
足
立
区
の
住
民
で
あ
る
こ
と
。

(
二
)
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
閨
類
似
施
設
に
在
園
し
、
次
の
生
年
月
日

の幼児をもつ保護者
。

・
満
五
歳
(
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
?
昭
和
四
十
(
年
四
月

一
日生まれ
)

・
満
四
歳
(
昭
和
四
十
(
年
四
月

二日～昭和四十九年四月

】日生れ
)

(
三
)
保
育
料
は
、
九
月
分
ま
で
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

□
補
助
金
の
額
と
支
給
時
期

(
一
)
五
歳
児
一
人
に
つ
き
月
額
三
千
円

(
二
)
四
歳
児
一
人
に
つ
き
月
額
二
千
五
百
円

(
三
)
凶
支
給
時
期
は
,
十
月
中
旬
の
予
定

□
受
付
期
間

九月六日
(水
)まで

□
申
請
の
方
法

(
一
)
足
立
区
内
の
私
立
幼
稚
園
お
よ
び
幼
稚
園
類
似
梅
設
の
圃
児
の
保
麗

者は園に手続きするようにな

りますので
,圜からの連絡を

お待ちください
。

(
二
)
足
立
区
外
の
区
市
町
村
に
あ
る
私
立
幼
稚
園
お
よ
ぴ
幼
稚
園
類
似
施

段に在籍する園児の
保
農者

は
,本人
が直接
,教育委員会

幼児教育担当へ
申請して
くだ

さい
。
(郵送による申請は
,事故
が

參
いため受付
けませ
ん
)

□
直
接
個
人
で
申
請
す
る
と
き
に
必
要
な
も
の

▽印鑑
▽
園
児
在
籍
証
明
書
(
園
児
の
生
年
月
日
の
記
入
の
あ
る
も
の
)

▽保育料納入済証明書または

領収一
(補助金を九月まで

支給しますので
,保育料も

九月まで
納入した
ものが必

要です
)

◎
支
払
い
は
,
口
座
振
込
の
た
め
,

金融機関名
、支店名
,口座

番号を確認で
きる保護者名

儀の預金通帳
毎を
ご持参く

ださい
。

□
そ
の
他

(
一
)
住
所
を
移
転
し
た
場
合
は
,
そ
の

区に
在住した月分
を
,それ
ぞ

れの区市町村に
申請してくだ

さい
。

(
二
)
申
睛
一
頬
は
,
幼
稚
園
ま
た
は
敬

弯委員会
幼児教育担当に
備え

て
あり
ます
。

問
合せ先
　教育委貝会幼
児教
育

担当

福祉事業
あんない

心
身
障
害
者
の
方
へ
家
政
婦
を
派
遣

心身陣害者のいる世帯に対し

て
、区内の家政婦紹介所から
,

家政婦を派遣し
,身の回りの
お

世話な
どをしま
す
。

対
象
者
…
身
体
障
害
者
一
・
二
級
、

震
の
手
帳
一～
二
度
,
脳
性
マ
ヒ
,

進行
性筋萎
縮痙およ
ぴこれら
と

同
程度以上の
障害がある方のい

る
ご家
庭で
,障害者を介
寢する

方
が
,疾病等に
より
,陣害者の

介
霞か一
時的
に困難になっ
た世

帯。ただし、櫑祉事務所から
,

家
庭奉仕員が派遣されて
いる世

帯は除きます。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
…
食
事
・
洗
濯
・

掃除・
身の回りのお世話など。

申
請
に
必
要
な
も
の
…
印
鑑
・
身
体

障番者手帳または愛の
手帳・
齢

断一
など。

申
請
・
問
合
せ
先
…
援
護
係

(
寿
)
(

福
)
老
人
医
療
証
は
届
き
ま
し
た
か

この七月一日で老人医療証が

更新になりました
。新しい医療

証は届きましたか
。まだ届かな

い方は係まで問い合わせてくだ

さい
。
お
願
い

▽新しい医療証は受給
者番号
が

変りました
。受
診の
際は医療機

関へ
必
ず持
参してく
ださい
。

▽
すでに医
療証の
交付
を受けて

い
る方で
,次のよ・うに加入して

い
る健康保険が変っ
たと
きは保

険変更の手
続そして
ください
。

※
国民
健康保険から社会保険に

※
社会保険から国民健康保険に

※社会保険から他の社会保険に

申
請
・
問
合
せ
先
　
医
療
助
成
係

見舞金をどうぞ

区では
,七月一
日現在
,生活

保護を受けている世帯に見舞金

を差しあげています
。

支
給
金
額

一
人世
帯は二千
(百円
,二
人

世
帯は“一千
九百円
、三
人世帯

は苙千百円
,四
人世帯は六千

三百円
,五人以上の世帯は七

千七百円を支給します
。ただ

し
,単身入院世帯は二千百円

です
。

支
給
方
法

(月分の生活保護費
,定例払

いに合わせて支給します
。な

お
、保護費を口座振替にして

いない方は
、別途通知で
,民

生係の窓口でお霞しします
。

問
合
せ
先
　
民
生
係

敬老入浴券は

もう届きましたか

区で
は
,四
月一
日現
在
,七十

歳以上
(明
治四十一
年四
月二日

以
前生まれ
)の
方で
、さきのア

ンヶ
Iト
調査で
,希皇すると回

答された方に敬老入
浴券を七月

上旬にお
送りしました
。

この券は

(
1
)
二
十
枚
つ
づ
り
に
な
っ
て
い
ま
す

(
2
)
枚
に
つ
き
一
回
の
入
浴
が
無
料
で
で
き
ま
す

(
3
)
ご
本
人
以
外
は
便
え
ま
せ
ん

なお
,さきのアンケート調査

で
,「希望する」と回答したが

まだ入浴券の届いていない方は

区役所老人福祉係までご連絡く

ださい。

問
合
せ
先
　
老
人
福
祉
係 自然と緑の

写真コンクール
ご応募ください

区では自然や緑への
親しみや

理解
を深める
ため第二回「
緑化

推進写裏コ
ンクー
ル」を行ない

ます。通りに面し
た庭や軒先
,

団
地のベラン
ダに飾りつ
け
た植

木
や草花
,自
然林
,寺社の森
,

屋
敷林
,公園の
美しさな
ど
,カ

メラ
を通して区内の緑と私
たち

の
かかわり
あい
を
,強く訴え
た

写
真を募集し
ます。

応
募
作
品
の
規
格
…
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
で
2
L
(
キ
ャ
ビ
ネ
相
当
)
か

ら四ツ
切りまで

応
募
上
の
注
意
…
(
1
)
ア
マ
チ
ュ
ア
の

方
で
,
作
品
は
一
年
以
内
に
撮
影

し
た
自
作
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。
(
2
)
応
募
作
品
の
点
数
に
は

制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
が
,
返
却
は

し
ま
せ
ん
。
(
3
)
入
賞
し
た
方
は
,

ネ
ガを提出してい
た
だ
き
ま

す
。また
,この作品の使用
権

は
,区
に帰属します
。

提
出
締
切
日
…
昭
和
五
十
三
年
(
月

三
十一
日

賞
…
推
せ
ん
一
点
・
特
選
三
点
・
入

選十点・
佳作二十点
(入賞者

には
,賞状
,賞品を差しあげ

ます
)

提
出
先
…
緑
化
係
お
よ
ぴ
,
区
内
写

真材料商業協同組合加盟カメ

ラ
店

問
合
せ
先
…
環
境
鰥
緑
化
係

夏の放火に

ご注意を

最近
,足立区東和二・
三・

四丁目
,綾瀬三丁
目付近で
,

路上や空地に畛
車して
ある自

助
車や
,軒下
の自転車が放火

される
事件
が発生し
て
い
ま

す
。・さい
わい発見か早くほと

ん
どボヤで消しとめ
,大事に

至
らずにすんでい
ますが
、油

断
はで
きませ
ん
。

昨年一
年間に足立区で発生

した火災は四百
六十件で
,東

京二十三区の申でト
ップを占

めています
。原因は
,放火が

一
位で
す
。

放火は季節を問わす発生し

ますが
、私たちの街から放火

を防ぐため
、次のことに心が

けてください
。

(
1
)
豕
の
ま
わ
り
を
整
理
,
豊
頓
し

燃えやすい物を釁かない

(
2
)
出
入
口
に
は
必
ず
鏈
を
か
け
る

(
3
)
倉
庫
亭
空
家
の
戸
締
り
は
厳
重

に
(
4
)
路
上
や
空
地
に
駐
車
し
て
あ
る
バ
イ
ク
や
自
転
車
は
ね
ら
わ
れ

やすいので
注意する

(
5
)
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
階
段
や
廊
下
に
燃
え
や
す
い
物
を
I
か
な
い

(
6
)
夜
ね
る
前
に
も
う
一
度
火
の
元
家
の
回
り
を
点
検
す
る

(
7
)
い
竇
と
り
つ
時
の
゛
め
に
消
火

の備えをしておく

保
健衛

生

妊
婦
さ
ん
の
た
め
の
栄
養
講
習
会

日
時
　
(
月
一
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
～
二
時
三
十
分

内容
　妊娠中の食事と調理夷

貭・
妊娠申毒鰥・
貧血予防

食・
授乳中の栄養について

会場
　竹の塚保健相映所

定員
　先着三十名

費用
　無料

申込・
問合せ先
　竹の塚保健

相陝所
　
(
(五I苙四二
I

テーマ別
栄
養
指
導
講
習
会

わかりやすい話と
,献立の

たて方
,実演
,試食を行ない

ます。特に成長期のお子さん

を持つお母さん
,ぜひご参加

ください。

テーマ・
日時

(
1
)
貧
血
予
防
七
月
二
十
五
日

(
2
)
成
人
病
七
月
二
十
(
日

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
～
一
時
三
十
分

人員
　先着各四十名

費用
　無料

持参するもの
　筆配具・
申皿

とはし
申込・
問合せ先
　千佳保健所

　
(
(八-四二七七
松枝

夏の食品衛生
消費者教室

まな板
,ほう丁
,ふきん
,

タオルなどは
,扱い方しだい

で
,バイ菌の巣になります
。

そこで
,区では消費者教室

を鬨催しますので
、ご参加く

ださい
。

日時
　七月二十六日
<火
)午

後一時三十分

会場
　消費者センター

テ
ーマ
　「気をつけよう夏の

食品衛生
」

講師
　国立衛生賦験所細菌室

長
鈴木昭先生

主催
　区・
区聘費者友の会●

千住生活学校

費用
　無料

問
合
せ
先
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー
　
(
七
〇
-
一
三
九
一

精神衛生相談

日
時
　
毎
月
第
一
木
一
日
,
(
月

は
三
日
　
午
後
一
時
三
十
分
?
二
時
三
十
分

担当
　専門医

費用
　無料

相岐を希望したい方は
,一

話予約でどうぞ
。

場所・
問合せ先
　江北保健相

談所
　　
(九六―四〇〇四

育
児
相
談

日
時
　
毎
月
第
一
・
第
二
水
曜
日
(
月
は
二
日
・
九
日
　
午
前
九

時
?
十
時
三
十
分

内容
　身体測定・
育児と栄養

指導
(無料
)

持ち物
　母子健康手帳・
おむ

つ場
所
・
問
合
せ
先
　
江
北
保
健
相
談
所
　
　
(
九
六
―
四
〇
〇
四

みなさんで
どうぞ

区民保養所

区民保養所『あだち荘
』は東

京からわずか二時間余りの湯河

原湿泉郷にあります
。ご家族
,

お友達とご利用ください
。

利用方法は次のとおりです
。

申込受付方法

毎月一
日から翌月一
か月分の

受付を開始し
,利
用しようと

する日の五日前まで区
役所一

階区民係で受付けます
。

ただし
,日曜祝日は除き
,

土曜日は正午までで
す
。

※九月利用分は
,
(月一
日
(

火
)から叉付けます
。な
お
,

初日の
会場は区
役所
となり産

業振興館で
す
。

利
用で
きない日

(
月・人
日・
九日・
二
十二日

・
二十三日
。

九
月
・
・
・
五
日
・
六
日
・
十
(
日
・

十
九
日
・
二
十
日
・
ニ
ー
日
。

申込資格
区
内に在住か在勤の方
。ただ

し
、一人で
は利用できません
。

料金
(一
泊二
食付
)

大
人
,
二
千
五
百
円
。
子
供
(
四

歳
～
小
学
生
)
千
三
百
円
。
利
用
日
数
は
二
泊
ま
で
で
す
。

問
合
せ
先
　
区
民
係

広報映画貸出中

家族そろって
映画
会を鬨

いてみませ
んか
。足立の
あ

ん
な所こ
んな所を紹介した

広報映画や日本曹
ばなしな

どのマン
ガ映画など多数あ

り
ます
。申込みは
広
報
課

へ
どうぞ
。

建物調査にご協力を

都市計画の基礎資料として
,

区内の驀物鯛査をしています
。

七月から十二月まで調査員が肪

問調査する募がありますのでご

協力ください
。

問
合
せ
先
　
都
市
整
備
課

掲示
板

交通規制があります

隅田川花火大会

七月二
十九日の
花
火
大
会
(

雨天順延
)の開催にあたり
,

当日は
,両
国橋と白叙橋の
閭

の隅田川
に沿っ
た区
域は
,午

後五時から九時まで
車の
通行

禁止区域になります
。また
,

会場に近い所に全面
立入禁止

区域を設け
,人と車につ
いて

午
後三時三十分～九時まで
,

全面立入禁止に
なり
ま
す
の

で
,ご注意く
ださい
。

北千住まつり開催

日時
　七月二十二日
(土
)・

二十三日
(日
)
　正午～午

後九時
場所
　歩行者天国路上・
北千

住駅前通り美観商店街路上

催し物
　みこし・
おはやし・

路上盆おどり大会など

問合せ先
　北千住まつり実行

委員会
　　
(
(二上
六六四

三
岡田

子供の精神衛生
相談室

内容
　自閉症・
情緒障害・
登

校拒否等の相談

相談
　日毎週月・
水・
金曜日

午前九時三十分～午後四時

三十分
(電話相談も可
)

場所・
問合せ先
　都立梅ヶ丘

病院
(世田谷区松原六上二

七
-一〇
　　三二三
-一六

二一
)

夏休み
子供郵便教室

日
時
　
七
月
二
十
一
六
日
(
水
)
・
二
十
七
日
(
木
)
・
二
十
(
日

<
金
)
　
午
後
一
時
三
十
分
?
四
時
(
各
日
の
一
日
限
り
の
も

のです
)

場所
　東京中央郵便局
(国一
,

東京駅丸の内南口下車
、徒

歩一
息
対象
　小学生
,佃人
、グルー

プの別は問いません
(付添

の父兄も可
)

内容
　▽郵便の知識
　▽局内

見学
　▽映画上映

申
込
方
法
・
問
合
せ
先
　
(
ガ
キ

または
,電話で希望月日
,

人員
,代表者氏名を添えて

東京中央郵便局調塵課
(千

代田区丸の内二丁目七―二

　二〇一
1一五六一内線二

九四
)へ
。七月二
十
二
日
(

土
)まで
。

施
設
一
般
公
開

郵
政
省
電
波
研
究
所

日
時
　
(
月
一
日
(
火
)
午
前
十
時
?
午
後
四
時

場所
　郵政省電波研究所
(小

金井市貫井北町四丁
目ニ
ー

一
)

交
通
　
国
一
武
蔵
小
金
井
駅
北
[
‥
【
下
車
バ
ス
停
(
9
)
京
王
帝
都
バ
ス

小平団地行
,電波研究所前

下
車・
国一
国分
寺駅下
車
,

立川
バス電波研
究所
前下
車

問合せ先
電
波研
究所
　　〇

四二三一
ニ
ー
匸ニ
ー内

線二
七八

電信電話児童画

コンク
ール

題材・
規格
　一僮一
括に関す

るもので
,
B
4
版または
、
B
3

版
対象
　小学校児童

募集期限
　九月十三日まで

申込・問合せ先
　最寄りの電

話局または
,電報電話局

校章を募集

都立足立養護学校では
,校

章を募集しています
。

応募方法
　官製
(ガキに
,墨

その他で記入し応募のこと

締切
　
(月三十一
日

応募・
問合せ先
　足立養護学

校
(〒愬
隋花畑五
1一三
I

一
　　
(五〇
-六五五二
)

職
業
訓
練
生
募
集

応募資格
　どなたで
も応募で

きます
。ただし
,ピル
管理

科はおおむね五
十歳以
上
。

経理実務科はおおむね三
十

五歳以
上の
方

募
集
科
目
・
定
員
　
溶
接
科
・
夕
イ
ル
施
工
科
・
経
理
事
務
科
・

ビル管理科・
経理実務科
。

定員はい
ずれも三十名
。馴

練期間はい
ずれも六か月
。

訓
練
時
間
　
午
前
(
時
五
十
分
?
午
後
四
時
三
十
分
(
土
曜
日
は

午前中
)

申
込
受
付
期
間
　
(
月
一
日
(
火
)
～
十
(
日
(
金
)

申込方法・
問合せ先
　亀戸高

等職業馴練校
(江東区亀戸

九⊥
(
Iニ十七
　　六
(三
-

○三
四一
)または
,各公

共職葉
安定所へ
入
校
順一
(

申込場所にあ
る
)を提出

してく
ださい
。

生徒募集
東京都理容学校

願
書
受
付
期
間
　
七
月
十
日
(
月
)
～
(
月
三
十
一
日
(
木
)

募集人員
　昼間
部・・・五
十名・

夜間
部
…五十名・
通償部・・・

二
百名

応
募資格
　都内居住者で
,中

学校以
上を卒業し
た方

問
合
せ
先
　
東
京
都
理
容
学
校

二九三
―九【
七
】

七
月
は
固
定
資
産
税
・
都

市計画税第二期分の
納税

期で
す職

業
訓
練
生
募
集

応募資格
　おおむね三十五歳

以上の女性
,およぴ母子家

庭の毋
全
十歳未満の子供

のいる方
)

募
集
科
目
・
定
員
　
イ
ン
テ
リ
ア
サ
ー
ビ
ス
科
・
調
理
科
(
各
二

十五名
)●福祉ヘルパー科

三十名
。馴練期間は
,いず

れも六か月
。

訓
練
時
間
　
午
前
(
時
五
十
分
～
午
後
四
時
三
十
分
(
土
曜
日
は

午前中
)

申
込
受
付
期
間
　
(
月
一
日
(
火
)
～
十
(
日
(
金
)

申
込
方
法
・
問
合
せ
先
　
新
宿
婦
人
専
修
職
業
訓
練
校
【
新
宿
区

戸山町一
　
　〇一
T五一

〇一
)または
、各公共職業

安定所へ入校順一
(申込場

所にある
)を提出してくだ

さい
。

印
刷
技
術
講
習
会

科目
　印刷技術と印刷営業マ

ンの知識

定
員
・
受
講
料
　
四
十
名
(
千
円
)

受
付
　
七
月
十
日
～
二
十
一
日

申込・
問合せ先
　赤羽高等職

業馴練校
(　九〇九一
八三

三四
)

S. Y　218, 000


